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研究室ֶ๔ࡉװ
https://bsw�.naist.jp/kVrisaki/
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研究内容
ɾ教ҭͷ֓ཁڀݚ
　&Sࡉ๔i1Sࡉ๔ͳͲͷଟੑࡉװ๔ɺແݶͷ૿৩ͱମͷ全ͯΛߏ͢
Δࡉ๔ͷԽΛซͤͭ࣋ಛघͳࡉװ๔Ͱ͋ΓɺͦͷྗΏ͑ʹ࠶ੜҩྍ
ༀͳͲͷԠ༻͕ظ͞Ε͍ͯ· ɻ͢一ํɺࡉװ๔Λ利༻͢ΔଆͷࢹͰߟ
͑Δͱɺଟੑࡉװ๔ମͷ༷ʑͳࡉ๔ͱԽ͠͏ΔඇৗʹྗڧͳԽ
Λࡉͭ࣋๔Ͱ͋ΔͷͰɺ͜ͷԽྗΛϫϯεςοϓͣͭਫ਼ີʹίϯτϩʔϧ͠
ͳ͕Βɺతࡉ๔ͱԽͤͯ͞行͘͜ͱ͕ॏཁʹͳΓ· ɻ͢͜ͷΑ͏ͳࡉװ๔
ͷԽํ๏ʹඞͣ͠正ղ͕͋ΔΘ͚Ͱͳ͍ͷͰ͕͢ɺൃੜաఔͰ֤ଁ
͞ΕΔ͜ͱ͔Βɺଁܗ͕ߏݩඇৗʹ高͍ਫ਼ͰଉΛͷΉ΄Ͳ美͍͠3次͕ث
๔ͷԽํ๏Λ։拓͢Δ্ͰΑ͍ࡉװੜͷ͘͠ΈΛཧղ͢Δ͜ͱ͕ɺଟੑൃث
ώϯτͱͳΓ· ɻ͢本ࣨڀݚͰɺಛʹңഏͳͲͷ織ܗͷ͘͠Έͷղ明Λ
ਐΊͭͭɺࡉװ๔ͷԽ੍ํޚ๏Λ։ൃ͠ɺ͞Βʹ࣬ױϞσϧ織࠶ੜͷ
Ԡ༻Λڀݚͨ͠ࢦΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

ओͳڀݚςʔϚɿ

ң織ͷܗͱ࣬ױ
　ңɺओཁͳফԽثͰ͕͢ɺͦͷൃੜͷ͘͠Έҙ֎ͱΘ͔ͬͯ ͍·ͤΜɻൃੜॳظͷᡢ葉͔Β一本ͷফԽܗ͕͞Εɺң
ͷ༧ఆྖҬ͕ܾఆ͞Εɺ͞ Βʹख़Խͯ͠ ңͷଆʹңથͱݺΕΔԁபঢ়্ൽߏ͕ͼͬ͠Γͱܗ͞ΕΔͱ͑ߟΒΕ͍ͯ·͕͢ɺ
ͦͷϝΧχζϜ͋·ΓΘ͔ͬͯ ͍ͳ͍ͷͰ ɻ͢ ͪͨࢲɺۙ࠷Ϛε&Sࡉ๔͔ΒݧࢼͰң織Λؙ͝ͱԽͤ͞Δํ๏Λใࠂ
͠·ͨ͠ɻ͜ͷࡉװ๔Խํ๏ɺңͷ織͕ܗ͞ΕΔ͘͠ΈΛௐΔͨΊͷྗڧͳূݕπʔϧʹͳΓ· ɻ͢·ͨɺң͕ΜͳͲͷ࣬
ΛௐΔ্ͰߏػͷൃؾͰ作ͨ͠ң織͕ΜͳͲͷපݧࢼͳ͍͜ͱ͔Βɺ͜ͷΑ͏ͳ͠ࡏɺ͋·Γྑ͍ಈϞσϧ͕ଘױ
༗༻ͩͱ͑ߟΒΕ· ɻͪͨ͢ࢲɺңͷൃੜͷ͘͠ΈΛղੳͭͭ͠ɺ͜ͷݧࢼԽϞσϧΛ利༻ͯ͠ԽͷϝΧχζϜΛ͢ূݕ
Δͱͱʹɺ࣬ൃױߏػͷղ明ʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢

ഏ織ͷԽͱ織࠶ੜ
　ഏɺңͱಉ͘͡ɺൃੜॳظͷᡢ葉͔Βܗ͞ΕͨফԽ͔ΒɺഏͷݩͱͳΔഏժ͕出ժ͠ɺ૿৩͠ͳ͕Β枝͔Εͯ͠ൃੜͯ͠
͍͖· ɻۙ͢࠷ɺώτi1Sࡉ๔͔Βഏͷ織ࡉ๔ΛԽͤ͞Δํ๏͕ݕ౼͞Ε͍ͯ·͕͢ɺͪͨࢲഏલࡉۦ๔ࢧؾણໟ্ൽࡉ๔
ΛԽͤ͞Δํ๏ͷ։ൃΛਐΊɺͦͷԽ੍ޚͷ͘͠ΈΛ明Β͔ʹ͢ΔͨΊͷڀݚΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢

研究設備
クリーンϕンチ、҆全ΩϟϏωット、CO�インΩϡϕータ、ݦޫܬඍڸ、実
体ݦඍڸ、リΞϧタイム1C3、クライオスタットଞ

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
.̍野ߊ࡚܀、໌ོޱ実験ҩ学૿ץ �� ��-�� ����
.̎NoHVDhi T, et al. NatVre Cell BioloHZ �� ���-��� ����
.̏Seki : et al. 1roD. Natl. ADad. SDi. 6 S A ��� �����-����� 
����

発ੜをཧղしɺࡉװ๔を੍ޚする͜とͰɺ৫࠶ੜを実現する

研究を始めるのに必要な知識・能力
。味、チϟϨンジ精ਆڵきやڻ成・発生に対するܗ๔分化や組৫ࡉװ・ 
 ・多গࣦഊしてもらずஸೡに実験を持ଓする力と楽ఱ性。
 ・ࣦഊを論理的に分ੳし、「Θからないこと」をෳ数のՄ能性に分解して解決法を୳る論理性。
 ・ଞのメンόーとڠௐして研究するίミϡχέーション能力。

研究室の指導方針
　研究室に配属後、�ɻ �か݄後は基本的な実験ख技のトϨーχンάをできるまで܁りฦし、その後、個別のテーマで実験を進めます。
ຖिਫ༵に全員が進ঢ়گを報ࠂし情報ަするミーティンάを、ຖि༵ޕ後に最新論จ�報を発දするジϟーφϧクラϒと�ʵ�か
݄分のデータを学会ࣜܗで発දするプロάϨスミーティンάを�ਓずつॱ൪に行います。ੈքトップの研究者がԿを͑ߟてどうデータを
取得しているか、自分の研究はどうかを議論し、Ϣχークな研究を最後までやり遂͛ることができるϗωのある研究者をҭ成します。

この研究で身につく能力
成のしくみを解ੳしなܗ態ܗられていくか、その࡞ܗたちの研究室ではマウスを用いて発生աఔでңやഏなどの組৫がどのようにࢲ　
がら、多能性ࡉװ๔の分化技術や分化స技術をར用した組৫࠶生方法の開発やප態Ϟデϧの࡞製を進めています。ैって、研究室
ではࡉװ๔や分化のしくみに目して関連論จをಡみࠐみ、研究の進め方、͑ߟ方を理解し、解ੳ技術やഓཆ、分化方法を習得する
ことになります。ಛに研究を通して、自分の実験データの意味するとこΖをਖ਼しくಡみ解き、論理的に͑ߟて研究を進める能力や、精
֬で҆ఆした実験ख技が身につきます。また、研究室のଞのメンόーの事の内༰を理解し、ミーティンάでディスカッションを܁りฦ
すことで、ଞのメンόーとίミϡχέーションをとりながら研究・開発を進める能力が身につきます。

修了生の活躍の場
　国内֎の大学や研究所の研究員、製ༀ企業、ࠪݕ会社、C3Oなど。

ਤɽϚε&Sࡉ๔͔ΒݧࢼͰݩ࣍�ഓཆʹΑΓԽͤͨ͞
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（写真左から）
教授：ߊ　࡚܀ akikVri@bs.naist.jp
ॿ教：高ా　ਔ実 htakada@bs.naist.jp
ॿ教：ҹ౦　ް atsVshiinto@bs.naist.jp




